
※修正箇所は下線を引くこと
　適用は　　　印を記入する。

　１．建築物の構造内容

(1) 建築物の概要

建築場所

　５．鉄筋コンクリ－ト工事　　(施工方法等計画書)

　２．使用建築材料・使用構造材料一覧表

(1) コンクリート

(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001、JIS Q 1011、JIS A 5308)

種　類

砂

砂利

山砂

砕石

人工

人工

水道水 地下水 工業用水

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

スランプ
(cm)

15

15

設計基準強度
Fc(N/mm2)

21

18

品質基準強度
Fq(N/mm2)

―

―

Fq(N/mm2)

―

―

暑中における強度

普通

普通

普通

軽量

軽量

種　類適 用 箇 所

捨てコンクリ－ト

既製コンクリート杭 場所打ち杭鋼管杭

　４．地業工事

種別

支持層

有 無

有 無

長期許容支持力度

載荷試験 有 無

長期許容支持力度

載荷試験

種　別

支持層

試験堀

直接基礎

(1) 基　礎

　３．地　　盤

(1) 地盤調査資料と調査計画

調 査 項 目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

静的貫入試験

水平地盤反力係数の測定 土質試験

試験掘(支持層の確認) 平板載荷試験

スエーデン式サウンディング 現場透水試験

注)　上記表中の資料が有るもの、調査計画があるものに○を記入する。

有　( 敷地内 近隣) 無　(調査計画 有 無)

※「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」参考

支持層

長期許容支持力度

施工計画書承認 杭施工結果報告書
有・ 無 ( 打込み・　載荷・　 孔壁測定)

種　別

工　法

杭仕様
試験杭

杭基礎

4.1.3.施工一般
　1)工事現場において発生する騒音、振動等により、近隣に及ぼす影響を極力防止するとともに、
  　排土、排水、油滴等が、飛散しないように養生を行う。また、排土、排水等は、関係法令等に
　  基づき、適切に処理する。
　2)杭の施工に当たり、随時、杭心の位置を確認する。
　3)設置された杭には、有害な衝撃、荷重等を与えない。
　4)地中埋設物等については、3.2.1[根切り](2)から(4)までによる。
　5)施工状況等については、随時、監督職員に報告する。

4.1.2.基本要求品質

1節　一般事項

　1)地業工事に用いる材料は、所定のものであること。
　2)地業の位置、形状及び寸法は、上部の構造物に対して有害な影響を与えないものであること。
　3)地業は、所定の支持力を有するものであること。

  　し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　b)試験は、監督職員の立会いのもと行い、その後の施工について、監督職員と協議する。ただ

  　節に示す試験を行い、その結果に基づき、支持力又は支持地盤の確認を行う。

　a)工事の適切な時期に、設計図書に定められた杭又は支持地盤の位置及び土質について、この

4.2.1.一般次項
2節　試験及び報告書

※「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年度版」抜粋

地盤改良

コマ基礎 ラップルコンクリート地業 深層混合処理工法

べた基礎布基礎独立基礎

外構・土間コン(FS)

※土間スラブ(S,CS)は、各階コンクリート強度によること。

（    ）

（    ）

（    ）

工事種別

構造種別

増築計画

階　　数

構造一級建築士の関与

構造計算ルート

新築

必要 必要としない

無し

JIS A 5308

28日 56日

標準現場水中 現場封かん

91日試験材齢

養生方法
圧縮強度試験

190150120100厚C種B種A種

(JIS A 5406)

SD295 D10～D16

SD345異形鉄筋
(JIS G 3112)

(3) 鉄　筋

(2) コンクリ－トブロック

高強度せん断補強筋

SR235
　 

丸鋼(JIS G 3112)

溶接金網(JIS G 3551)

※各継手の使用詳細については、本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋の継ぎ手等参照とする。

種　類 径 使用箇所 継手工法

BCR295 BCP235 BCP325 STKR400

SS400 SM400

SS400 SS490 STK400 STKR400

SN490 B SN490 C

柱

大梁

二次部材

使用箇所 種　類

無有

無有

無有

現場溶接

重ね継手

SN400B

SM490 A

SN490 B SN490 C SM490 A

JIS Z

ダイアフラム

溶接材料

無有

ベースプレート
SS400 無有

無有

SBPD1275/1420

圧接継手

SD390

STK400

F8T  大臣認定番号(※MBLT-0050同等品)

S10T 大臣認定番号(※MBLT-0125同等品)

F10T(JIS B1186)

頭付スタットボルト

アンカーボルト

折　版

デッキプレート(JIS G 3352)

フラットデッキ

ALC(JIS A 5416)

サイディングボード

屋根

床版

床版

外壁

外壁

庇

庇

庇

材　種 使用箇所 型式・構法

高力ボルト

ABR490（ダブルナット締め）

φ＝16,19　L＝120mm　　使用箇所（構造図参照）

φ＝16,19　L＝ 80mm　　使用箇所（構造図参照）

SS400 （ダブルナット締め）

（　　）

（　　）

中ボルト(JIS B1180)ボルト

構造図参照

構造図参照

外壁角波GL鋼板

D19～D25

(4)  鉄 　 骨

(5)  ボ ル ト

(6)  屋 根 、 床 、 壁

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が

(1) コンクリ－ト

コンクリ－トは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とし、

施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。

耐久設計基準強度　Ｆｄ 短期 標準 長期
セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センター
の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに

撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一資料か

ら取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－トについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は
現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が 150 m3を超える場合は 150 m3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　６．鉄骨工事　　(施工方法等計画書)

(2) 工事監理者の承認を必要とすもの

製作工事 製作要領書 工作図 施工計画書

認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　）

材料規格証明書※、または試験成積書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド
※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

(3) 工事監理者が行う検査項目

(　 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

鉄骨制作工場の指定がない場合は、請負者が選定した適切な鉄骨製作工場について、加工能力等が

特記された文書等を確認し、監理者と協議の上決定すること。
特記事項は、「建築工事監理指針（上巻）7.1.3　鉄骨製作工場」を参照とする。

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、IX」
日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

(5) 接合部の検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査率又は検査数
検 査 箇 所 検 査 方 法 備　考

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

完全溶込み溶接部 外観検査（※）

(突合せ溶接) 超音波探傷試験

内質 硬さ試験
検査

示温塗料塗布(注)

マクロ試験・その他

外観検査（※）

第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　号）

隅肉溶接部

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷

　　　検査を１００％行うこと
注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）
軸力導入試験 要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認

する。

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

２０個/1ロット

％個 ％個 ％個

％個 ％個 ％個

個 個 個

１００％個 １０％個 １００％個

１００％個 １０％個 １００％個

１００％個 ０％個

　する。

※超音波探傷試験

　AOQL4.0%,第６水準により、

  (「公共建築工事標準仕様書」

  平成31年版に準じる)

　ロットの大きさは２２０以下と

注) １ 片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注) ２ 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注) ３ 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。
注) ４ 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注) ５ 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、

　　　 盛りかえをしてはならない。

注) ６ 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえ

　　　 を行わないこと。
注) ７ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は

       衝撃を与えないように行うこと。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。尚、

供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由
落下高さはコンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士

または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔

の限度は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。

コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下回らないようにする。

コンクリートは、その種類・品質および施工条件に適した方法により、分離、漏れおよび品質の変

化ができるだけ少ないように、荷卸し地点から打込み地点まで運搬する。

コンクリートの打込みおよび締固めは、コンクリートが均質かつ密実に充填され、所要の強度・耐

久性を有し、有害な打込み欠陥部のない構造体コンクリートが得られるように行う。
打継ぎ部の位置・形状および処理方法は、構造耐力および耐久性を損なわないようなものとする。

コンクリートは、打込み終了直後からセメントの水和およびコンクリートの硬化が十分に進行する

までの間、急激な乾燥、過度の高温または低温の影響、急激な温度変化、振動および外力の悪影響
を受けないように養生を行う。

施工者は、養生の方法・期間および養生に用いる資材などの計画を定めて、工事監理者の承認を受

ける。

・JASS 5 「7節 コンクリートの運搬・打込みおよび締固め」抜粋

・JASS 5 「8節 養生」抜粋

(3) 型　枠

材料　　合板厚 12 mm を標準とする。 施工 JASS 5 による。

型枠存置期間

種類 せ　き　板 支　　　柱
部

位 　　基礎、はり側、柱、壁　 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

セメント 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト

の種類 ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

　　　　　　高炉セメント 高炉セメント 　　　　　　高炉セメント 普通ポルト
　　　　　　

Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント

存
置
期
間
の

　 　
シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント　　　　　　

平
均
気
温

Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種

シリカセメント

Ａ種

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

15℃以上 ２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８

　　　　　5℃～15℃ ３ ５ ６ １０ １２ ２５ ２８

(日) 5℃未満 ５ ８ １０ １６ １５ ２８ ２８

設計基準強度のコンクリ－トの
5.0N/mm2 設計基準強度の50％

圧縮強度 85％ 100％

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、 Ｈ型(タガ型) Ｗ型(溶接型) Ｓ型(スパイラル型)とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」

第４条の試験機関で行うこと。
　　試験・検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都知事登録　　　　　　号)

　　代行業者名

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

(2) 鉄　筋

鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンク

コンクリートと同様に、JASS 5 による。

高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に限定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク
リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」による。

鉄筋継手等

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(注)鉄筋継手方法 (1) 引張力最小部位 (2) (1)以外の部位 鉄筋の径

A 級 B 級 SA級

重ね継手 40d 35d (　　)d D（ 16 ）以下

圧接継手 告示1463号第2項各号 D（ 19 ）以上

溶接継手 告示1463号第3項各号 D（　　）以上

機械式継手 告示1463号第4項各号 D（　　）以上

注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協

     会、日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって

     『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって検討した部材の条
     件・仕様によること。

D19 未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の検査方法：・外観検査 有 無・引張試験 有 無・超音波探傷試験 有 無
ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、１ロットは同一作業班が同一日に作業し

た圧接箇所で 200 箇所程度とする。

ボーリング・標準貫入試験 物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

スランプについては15cm以下を標準とし、十分締め固めが行える範囲でできるだけ小さい値とする。

ただし、高性能AE減水剤や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。
混和材料の使用は、JIS A 5308 に準じたコンクリート配合計画書による。

日平均気温の平年値が25°を超える期間に打ち込むコンクリートの呼び強度は、設計基準強度(FC)

に構造体強度補正値(S)の6N/mm2を加えた値以上とする。

48 N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

(6) 防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

錆止めペイントは、 JIS K 5621、 JIS K 5625、           、           を使用して、

4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ
錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。

(7) 耐火被覆の材料

　７．設備関係

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等

に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とする
こと。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されて

いること。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。
特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上

かつ５ｃｍ以上を原則とする。

　８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　の3の規定に適合すること。

　建築設備の構造は以下の構造耐力上安全な構造方法を用いて、建築基準法施行令第129条の2

鉄骨造

1524 27 30

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2　他4筆

地上 2階

Ｘ方向ルート 1-2 ,Ｙ方向ルート 1-2

基礎・基礎梁

STKR400

（基礎下Lqa = 100kN/m2）

○

(2) 地質調査結果 (S-12参照)

t0.6(h88)

　―

※沖縄県土木建築部「構造計画・施工計画の留意事項」(平成25年4月)に準ずる。

　構造設計特記仕様と差異がある場合、「構造計画・施工計画の留意事項」を優先する。

水セメント比は50％以下とする。

構造設計特記仕様

一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

構造設計特記仕様

―

Ｓ－ ０１



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－ ０２

―

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

―

０３

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

―

Ｓ－ ０４

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事
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令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号
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工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

―

Ｓ－ ０５

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（４）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事
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工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

―

０６

雑配筋標準図（１）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

―

０７

雑配筋標準図（２）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所
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発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

―

Ｓ－ ０８

雑配筋標準図（３）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事
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登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

―

Ｓ－ ０９

雑配筋標準図（４）



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所
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株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉
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縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

―

１０

鉄骨構造標準図　(１)



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事
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　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

―

１１

鉄骨構造標準図　(２)



一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事
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令和７年度
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工事年度

表面波探査　【許容支持力換算 グラフ】

調査位置図

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

地質調査結果

―

Ｓ－ １２
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１／１００

一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

10,920

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7
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0
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0
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0

主筋：2-D16

主筋：2-D16

ベース筋：D10＠150

2-D10

□-D10＠150

D10
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5
0
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▼GL
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FG1・FG11配筋図 S=1/20
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1
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ベース筋：D10＠150
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5
0
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▼GL

FS1

FS1

UP

250 250

500

スラブ配筋
符号 スラブ厚

配筋 短辺方向 長辺方向

FS1

備考

120 3.2φx150x150ﾜｲﾔﾒｯｼｭ 地業：敷砂利厚さ100

スラブリスト

梁方向指示図

X X

Y

Y

X

G
y

G
y

By

柱

Bx Bx

GxGx

Gx Gx

梁主筋レベル

※主筋が交差しない場合は設計かぶり厚による。

Gy,By

Y方向主筋(下側に配筋)

X方向主筋(上側に配筋)
Gx,Bx

B
y

Gy

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

基礎伏図

特記なき限り下記による

基礎仕様

・直接基礎 (布基礎)

・長期許容支持力：Lqa = 100 kN/m2

1）柱は下階からの通し柱とする。

2）基礎下端レベルはGL-500とする。

300 300

FS1

FG2

FG2 P11

F
G1

2

FG
12

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

基礎伏図・基礎リスト・スラブリスト

１３

K1

FS1

FG2

FS1
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0
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主筋：2-D16

主筋：2-D16

2-D10

□-D10＠150
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0

20
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▼GL

300

FG2配筋図 S=1/20 FG12配筋図 S=1/20

　S-12 地盤調査結果を参照

鉛直ブレース：M16 FG2

鉛直ブレース：M16

鉛直ブレース：M16

鉛直ブレース：M20

鉛直ブレース：M20

鉛直ブレース：M20



１／１００

一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－ １４

水平ブレース：M16
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鉛直ブレース：M12

鉛直ブレース：M12
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B
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P11 C4P11

G
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B10b
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1
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1
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5
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3
70

B15

鉄骨根太：N7

B1
5

鉄骨根太：N7

間隔：450間隔：450

1）柱は下階からの通し柱とする。

特記なき限り下記による

2）鉄骨梁天端 = 2FL-192

3）室内床は木床としS-20を参照

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

２階梁伏図

2階梁伏図

C1 C1 C1 C1 C1

P11
C3

B3
5

B3
5

B3
5

B3
5
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5

鉛直ブレース：M16

鉛直ブレース：M16



工事年度

図面名称

縮　　尺

図面番号

設
　
計
　
者

名　 　 称

資格者氏名

登録番号

所　在　地

管理建築士 設　計 製　図

検　　印

適　　要

発注機関

工事場所

工事名称

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

一級建築士　徳村　泉

株式会社　宮平設計

令和７年度

沖縄県中央児童相談所

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号
一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号

１／１００

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

屋根(上側)伏図

Ｓ－ １５
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6
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G
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A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

1）柱は下階からの通し柱とする。

特記なき限り下記によるルーフデッキ：t0.6(h88)
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A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

階段屋根伏図 屋根伏図

ルーフデッキ：t0.6(h88)

2）屋根勾配は軸組図を参照とする。
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B
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B
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B
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B
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B
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庇母屋：B7



１／１００

一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

X6 X7X5X4X3X2X1

10,920

1,450 520
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00

KB15

特記なき限り下記による

1）横胴縁の間隔：450mm

　 □-60x60x2.3 (ブレース設置あり)

　 C-75x45x20x2.3 (ブレース設置なし)

　 横胴縁サイズ：

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

Y1通り軸組図

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

Y0通り軸組図

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

横胴縁

開口受材

G7 G7 G7 G7 G7 G7

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

軸組図（１）
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▲軒高(水上)

ルーフデッキ：t0.6(h88)



１／１００

一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

1,450 520

1,970

1,450 520

1,970

X6 X7X5X4X3X2X1

10,920
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特記なき限り下記による

1）横胴縁の間隔：450mm

　 □-60x60x2.3 (ブレース設置あり)

　 C-75x45x20x2.3 (ブレース設置なし)

　 横胴縁サイズ：

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

Y5通り軸組図

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

Y2通り軸組図

OPEN OPEN

OPEN OPEN OPEN

OPEN

横胴縁

G7 G7 G7 G7 G7 G7

M12 M12 M12

P11P11

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

軸組図（２）
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ルーフデッキ：t0.6(h88) ルーフデッキ：t0.6(h88)

▲梁天(水下)▲梁天
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0
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Y2Y1Y0

1,8201,820

C11

工事年度

図面名称

縮　　尺

図面番号

設
　
計
　
者

名　 　 称

資格者氏名

登録番号

所　在　地

管理建築士 設　計 製　図

検　　印

適　　要

発注機関

工事場所

工事名称

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

一級建築士　徳村　泉

株式会社　宮平設計

令和７年度

沖縄県中央児童相談所

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号
一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号

１／１００
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A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

X2通り軸組図

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

軸組図（３）
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X1通り軸組図
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特記なき限り下記による

1）横胴縁の間隔：450mm

　 □-60x60x2.3 (ブレース設置あり)

　 C-75x45x20x2.3 (ブレース設置なし)

　 横胴縁サイズ：

M16

鉛直ブレース
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A3 S=1/100
A1 S=1/ 50
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工事年度

図面名称

縮　　尺

図面番号

設
　
計
　
者

名　 　 称

資格者氏名

登録番号

所　在　地

管理建築士 設　計 製　図

検　　印

適　　要

発注機関

工事場所

工事名称

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

一級建築士　徳村　泉

株式会社　宮平設計

令和７年度

沖縄県中央児童相談所

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号
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A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

X3通り軸組図

特記なき限り下記による

1）横胴縁の間隔：450mm

　 □-60x60x2.3 (ブレース設置あり)

　 C-75x45x20x2.3 (ブレース設置なし)

　 横胴縁サイズ：

A3 S=1/100
A1 S=1/ 50

X7通り軸組図

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

軸組図（４）
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一級建築士　　　大臣登録　第３５０１６０号
一級建築士事務所知事登録　第１４４－３３号

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

・梁鋼種 : SS400,SSC400

・ボルト : 特記なき 中ボルト

ボルト孔(mm) 縁端距離 e(mm)
呼び

M12

M16

M20

M22

・ボルト孔、縁端距離、ピッチ

ピッチ p(mm)

※1 ※2F10T,S10T S8T 中ボルト 最少 標準 最少 標準

14.0 ― 12.5(13.0) 25 40

18.0 17.5 16.5(17.0) 30 40
40 60

22.0 22.0 20.5(21.0) 35 50

24.0 24.0 22.5(23.0) 40 55

採用

　梁接合リスト表

厚(mm)

断面寸法 ボルト

P(mm)mW×nW

ウ　ェ　ブ

径D GPL符号

羽子板(mm)GPL(mm) 必要溶接長さ L(mm)
採用 符号 本数-径D断面寸法

厚t×幅B A B C D 厚t×幅B

● M12  6× 60 60 40 FB-4.5×60M12(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付) 1-M12

80● M16  9× 70 55 FB- 6×60M16(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付) 1-M16

97 9× 80 75 FB- 9×70M20(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付) 1-M20

・鋼種 　: SS400
　ブレースリスト

※1.建設大臣認定条件による。

※2.( )内数値は、母屋・胴縁等とする。
　ボルト共通事項

42

56

65

54

72

81

・山形鋼ダブル・背中合せ

　はさみ板をブレース中央部にボルト止めとする。

B

はさみ板 はさみ板
ガセットプレートと同厚。

e p p e

1-M16(HTB)

・ガセットプレート必要溶接長さ

A B C D

2S以
上

L

L

L
1

L L2
2S以上

L=L1+L2

　梁接合標準図(ピン接合) 　ブレース接合標準図(保有耐力接合)

通し柱

BPL-260x120x22

（柱脚部）

□-100x100x4.5

C1

40 180 40

260

60
60

1
2
0

符号

備考

主材

BPL

A.BOLT

Y

X

● M20

アンカーボルト(A.BOLT)： SS400 , 溶融亜鉛メッキ , Ｌ型ダブルナット締め

ベースプレート(BPL)   ： SS400

　備　考

Ａ Ｂ

e e

p mW p mW

e

e

GPL GPL

nW nW

小
梁

h

小
梁

h

大
梁

h

大
梁

h

P e P e10 e 10 e

　小梁h ≦ 大梁h×1/2の場合 　小梁h ＞ 大梁h×1/2の場合

　柱・柱脚リスト　S=1/20

（柱脚部）

BPL-120x260x22

通し柱

C2

□-100x100x4.5

4
0

1
8
0

4
0

2
6
0

60 60

120

通し柱

BPL-190x190x22

（柱脚部）

□-100x100x4.5

C3

60 60 70

190

4
0

1
5019

0

60
60

70

150 40

2-M20,L=400(定着)

通し柱

BPL-260x120x22

（柱脚部）

□-100x100x4.5

40 180 40

260

60
60

1
2
0

2-M16,L=350(定着)

P4

2-M20,L=400(定着) 2-M20,L=400(定着)

通し柱

BPL-260x120x22

（柱脚部）

40 180 40

260

60
60

1
2
0

P11

2-M16,L=350(定着)

□-100x100x6

　共通事項　※特記なき下記による。

　・部材は、ボルト接合(ピン接合)とする。

　　2）角形鋼管(□)：STKR400

　　3）H形鋼：SS400

　　4）ブレース：SS400

　　5）プレート：SS400

　　1）リップ溝形鋼(C)：SSC400

　鉄骨材質　※特記なき限り下記による。

● 2×1 6―M12[-150x75x6.5x10B15

・ボルト : HTB-F10T,S10T　(階段部：F8T)

M12● 6―2C-100x50x20x3.2 1×2B10a

● ―M12B10 C-100x50x20x3.2 1×2 4.5

　・※2.耐風梁は、横使いとする。

　・中ボルト締めは、JIS B1251に適合するばね座金(ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ)を使用すること。

　・外部露出する部材およびボルトは、亜鉛溶融メッキ塗装とする。

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

Ｓ－

１／２０

鉄骨部材リスト

２０

　・※1.Ｈ形鋼梁納まり詳細図：S-22参照

● 6―[-100x50x5x7.5 M16(F8T) 1×2

● 2×1 ―[-150x75x6.5x10 M16(F8T) 9

● 6―M12P1

● ― 3M12横胴縁

● ―1×1 3M12横胴縁

1×1□-60x60x2.3

□-75x75x2.3 2×1

KB10

● 2×1 ―[-150x75x6.5x10 M16(F8T) 9KB15

M12● ―N7(根太)

C-75x45x15x2.3

C-75x45x15x2.3 1×1 3

● ―1×1M12開口受材 2C-75x45x15x2.3 4.5

K1(ササラ桁)

※2

※2

※2

M12● ―1×1 3B7(庇母屋) 2C-75x45x15x2.3

―●

● 6―G10

G7 M12(F10T) 6

[-100x50x5x7.5 2×1

1×2

M16(F8T)

□-75x75x2.3

● 3×1 60※1 H-300×150×6.5×9 M16(F10T) 9

● 4×1 60 9H-350×175×7×11※1 M16(F10T)B35

B30

中ボルト1-12

Y通り

2階梁 2階梁

ｱﾝｸﾞﾙ　L-90×90×7＠450

X通り

2階梁

450 4501,820

構造合板　ｱ)12mm

構造用合板　ｱ)12mm

根太：杉　40×40＠300

大引き：杉-90×90＠450

X1～X5間

中ボルト1-12

Y通り

2階梁 2階梁

2階梁

1,820

構造合板　ｱ)12mm

構造用合板　ｱ)12mm

根太：杉　40×40＠300

大引き：杉-90×90＠450

X5～X7間

ｱﾝｸﾞﾙ　L-90×90×7＠225

225
X通り

225 225 225 225

2階室内床の詳細図 S=1/20
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沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県中央児童相談所

令和７年度

株式会社　宮平設計

一級建築士　徳村　泉

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

工事名称

工事場所

発注機関

適　　要

検　　印

製　図設　計管理建築士

所　在　地

登録番号

資格者氏名

名　 　 称
設
　
計
　
者

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事年度

 ※柱部材は、「S-00. 鉄骨部材リスト」参照とする。

　胴縁・柱脚納まり詳細図 S=1/10

　柱脚部(立面図)

各柱柱脚配置図 S=1/10
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　壁ブレース接合納まり図 S=1/20
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無収縮モルタル

　▽基礎梁天

(横胴縁) (横胴縁)

←BPL
←GPL

←PL

  ※ブレース径やガセットプレート厚さ等は、部材リスト参照とする。

←柱

（G7)(G7)
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GPL→
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二重ナット締め
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材
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3
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▼GL

無収縮モルタル

ブレース設置なし納まり図

G7：□-75x75x2.3
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30 30G7：□-75x75x2.3

PL-3,1-M12(中ボルト)

横胴縁： C-75x45x15x2.3

(ブレース設置なし)

GPL-6, 2-M12(F10T)

添え板PL-6, 60x90

(FG)

ブレースGPL

2
55
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外
壁

材
25

10

ブレース設置あり納まり図
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横胴縁：□-60x60x2.3

鉛直ブレース

G7：□-75x75x2.3

42

横胴縁：□-60x60x2.3

(ブレース設置あり)

添え板PL-3,50x50

GPL-6, 2-M12(F10T)

PL-6, 1-M12(中ボルト)

添え板PL-6, 60x90

ブレースGPL

(ブレース設置あり)

GPL-3, 1-M12(中ボルト)

90
25 2540 10ａ

G7 G7

ａ 矢視図

　柱頭部・中間部(立面図)

　有限会社 長嶺総合設計　　長嶺　安一
　一級建築士事務所 知事登録 第 178-2236号
　一級建築士　 　　　 第 141385号
　構造設計一級建築士　第　 9036号

納まり詳細図（１）
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工事年度

図面名称

縮　　尺

図面番号

設
　
計
　
者

名　 　 称

資格者氏名

登録番号

所　在　地

管理建築士 設　計 製　図

検　　印

適　　要

発注機関

工事場所

工事名称

沖縄県那覇市　首里山川町三丁目６１番９号

一級建築士　徳村　泉

株式会社　宮平設計

令和７年度

沖縄県中央児童相談所

沖縄県中央相談所軽量鉄骨造(プレハブ)事務所増築工事

沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目404番2
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Ｈ型鋼梁納まり詳細図 S=1/10

水平ブレース接合納まり図 S=1/20
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10柱

PL-6

1010

GPL-6→

(G7) (G7)

(B10)

GPL-6→

(B10)

1
2
5 (B10)

　屋根(下部)/外周柱部(平面図) 　　屋根(下部)/梁交差部(平面図) 　　屋根(下部)/水平ブレース納まり(立面図)

PL-4.5, BOLT 1-M12→

PL-4.5, BOLT 1-M12→

M12→

PL-6 PL-6
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　一級建築士　 　　　 第 141385号
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納まり詳細図（２）
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